
チャート： 30分足  ９日（火）朝７時 ～ 10日（水）朝７時 

９日（火）の主な推移 

引き続き「ギリシャ救済」がテーマ 
２月10日（水曜日） 

ドル/円 

※チャートは30分足 日本時間にて表示  ※左表は終値ベース、( )は前日比                          

出所：外為どっとコム 

① 
豪州に滞在していた欧州中央銀行（ＥＣＢ）のトリシェ総裁が、11日に予定されている欧州連合（ＥＵ）

首脳会議に向けて、予定よりも１日早く帰国すると報じられると、「ギリシャ救済に向けての動きか」と

の観測が高まり、ユーロ/円でユーロ高・円安が進行。ドル/円もこれに連れて円安が進んだ。 

② 

ＥＣＢの報道官が「トリシェ総裁の帰国便の変更は単にロジスティックな問題。EU首脳会議への参加

は１月半ばに承諾していた」との見方を示した上、オーストラリア中銀のノボトニー総裁が英紙フィナ

ンシャル・タイムズのインタビューにて「（ギリシャ救済について）ＥＣＢに関しては介入しない」と発言し

たことから、ギリシャ救済への期待感が萎み、ユーロ/円が下落した。これを受けてドル/円も円買い

優勢の展開となった。 

③ 

一部通信社が独政府関係者の話しとして「ユーロ圏政府はギリシャ救済について合意」と伝えると、

ユーロ/円主導でドル/円で円安が進行した。しかしその後、独政府報道官が「ギリシャ救済について

の決定は根拠がない」と、救済合意報道を否定したことでユーロ/円が一旦反落すると、ドル/円は

89.70円付近で上値が重い展開となった。 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

NYダウ平均 

10058.64ドル 

（+150.25ドル） 

米長期金利 

(10年債利回り) 

3.6390％ 

（+0.0774％） 

NY原油先物 

73.75ドル 

（+1.86ドル） 
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①「トリシェ総裁の帰国前倒し」報道 

③「ユーロ圏がギリシャ

救済決定」との報道 

②ノボトニー総裁発言

を受けたクロス円下落 
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・米国経済の回復 

・米長期金利の上昇 

・米国の超低金利政策の長期化観測の後退 

・金融市場全体のドル売りムードの緩和 

・日銀の追加資金供給 

・日本の財政赤字への懸念 

 

 本日は米12月貿易収支の発表が予定されてはいるが、相場で材料視される公算は小さい。昨日に引き

続き、為替相場の中心テーマは「ギリシャ救済」となる見通しだ。基本的には、ギリシャ救済への期待感が

高まれば、リスクを取ることへの積極性が増すことから円売り優勢、ギリシャ救済期待が後退すれば円買い

優勢の展開が予想される。ただ、足元のドル/円相場は「ユーロに対するドルの動き」と「ユーロに対する円

の動き」が干渉し合う中で形成されており、当面は相場に方向感が出るにしても、値幅はかなり限定される

可能性がある。 

 ただ、ドル/円の日足チャートを見ると、20日移動平均線（本日時点：90.21円）と60日移動平均線(本日時

点：90.05円）が急接近しており下落サイン「デッドクロス」の形成が間近に迫っている。ドル/円が本日も上昇

を続けたとしても、この２本の移動平均線のある90円台前半では上値が圧迫されよう。さらに、デッドクロス

形成後は一旦下げる可能性も留意しておくべきだろう。 

本日の予想レンジ： 88.60-90.30円 

※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示  時間は「日本時間」 

・米金融規制案への懸念 

・米国の超低金利政策の長期化観測 

・米長期金利の下落 

・米国経済の回復の鈍化 

・外貨準備通貨としてのドル需要の減退 

･米財政赤字悪化懸念の高まり 

・金融市場全体のドル売りムードの高まり 

 

 

上昇要因（ドル高・円安） 下落要因（ドル安・円高） 

本日の見通し 

本日の注目イベント 

※発表時刻は予告なく変更される場合があります。また、※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめております

が、内容の正確性を保証するものではございませんので事前にご留意くださいますようお願いいたします。 

日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表数値 市場予想 

2/10（水） 22:30 ○ (米) 12月貿易収支 -364億ＵＳＤ -358億ＵＳＤ 

 24:00 ○ (米)バーナンキＦＲＢ議長の議会証言草案 ―― ―― 

 27:00 ○ (米) 財務省10年債入札(250億ドル) ―― ―― 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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